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春爛漫の戸田ヶ原自然再生エリ
ア第1号地。今回は、4月に開催
したサクラソウのお花見イベン
トや管理活動について、ご報告
します。

『お弁当を持って戸田ヶ原へ行こう！
2014イベント』
　今年は4月1日にサクラソウの開花を
確認し、4月19日と4月20日のイベント
当日には、およそ900株が花を着けてい
ました。また、トダスゲの花も同時に見
ることができました。
　イベントでは、戸田ヶ原クイズラ
リーを行ったほか、戸田ヶ原ガイドの
方々が戸田ヶ原自然再生の取り組みを
来場者に解説しました。また、戸田ヶ原
自然再生キャラクター「とだみちゃん」、
友情出演の「げんちゃん」と「かっぱの
おじさん」も登場してイベントを盛り上
げてくれました。2日間で600人を超え
る多くの方々と交流することができまし
た。イベントに協力いただいた皆さま、
ありがとうございました。

4月の保全管理作業
　戸田ヶ原自然再生エリア第1号地で
は、かつての戸田ヶ原の環境に近づける
よう、多くの市民の協力を得て保全管理
を進めています。北アメリカ原産のセイ
タカアワダチソウなどの外来植物は、も
ともと戸田にくらしている在来植物の生
育に影響を与えます。4月22日に、戸
田ヶ原サポーターの方々と、戸田ヶ原自
然再生エリア第1号地の園路沿いの外来
植物の抜き取りを行いました。

盗掘被害への対応
　残念なことに、戸田ヶ原自然再生エリ
ア第1号地のサクラソウやチョウジソウ
が盗掘の被害に遭いました。対応策とし
て、市では看板を増設するとともに、蕨
警察署や戸田市公園緑地公社の協力を
得てパトロールを強化しました。また、
監視カメラの設置など、今後のさらなる
対応策を検討中です。



戸田ヶ原ガイド
　4月5日に「戸田ヶ原ガイド講習2014」を実施し、受
講者の方々に「お弁当を持って戸田ヶ原へ行こう！
2014イベント」で、戸田ヶ原やサクラソウなどの解説
に協力いただきました。戸田ヶ原自然再生エリア第1
号地に来場した方々の戸田ヶ原自然再生の取組みへ
の関心や理解を深めることができました。

ワレモコウ情報
　3月から4月に芽を出したワレモコウは、少しずつ
葉を広げています。日当たりの良い場所を好む植物
ですので、鉢は日向に置いてください。水やりも忘
れずにお願いします。

戸田ヶ原サポーター活動予定
　5月13日（火）と6月24日（火）に戸田ヶ原自然再生
エリア第1号地の保全管理作業を予定しています。
活動への参加を希望される方は、時間や集合場所な
どをお伝えしますので、事前に環境政策課までご連
絡ください。
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JR埼京線またはJR武蔵野線
武蔵浦和駅より「下笹目 行」バス乗車
「彩湖・道満グリーンパーク入口」
下車徒歩10分

JR埼京線  北戸田駅より
tocoバス美笹循環乗車
「道満」下車徒歩8分
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ノウルシ
　戸田ヶ原自然再
生では、多様な生き
ものを育む場の再生
を目指しています。
今回は目標種のノウ
ルシを紹介します。
　ノウルシは、トウ
ダイグサ科の多年
草で、茎を切ると乳
液が出て、乳液を触
るとかぶれることも
あることから、ウル
シ（漆）の名が付きました。3月下旬から4月に開花
し、5月に結実して、6月には地上部が枯れてしまい
ます。夏から翌春まで、地下茎と根の状態で休眠し
ます。湿った草はらに生えるノウルシは、かつての
戸田ヶ原にもあったことが記録されています。現在
は、全国的に絶滅のおそれがあるとされています。
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